
11

て
い
る
の
は
11
月
で
す
が
、
第
3
波
が
き

た
か
も
し
れ
な
い
と
ニ
ュ
ー
ス
で
騒
が
れ

て
い
ま
す
。
会
報
が
皆
様
の
お
手
元
に
届

く
頃
に
は
ど
う
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
か
？
今
は
予
測
不
能
で
す
。

3
月
に
普
連
土
学
園
を
卒
業
し
た
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
方
々
は
楽
し
い
は
ず
の
大
学

生
活
が
で
き
な
い
し
、
就
職
活
動
を
す
る

年
代
の
方
々
は
希
望
の
職
種
で
思
う
よ
う

な
採
用
が
な
く
困
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
々
も
多
い
の
で
し
ょ
う
。
老
人
施
設
の

方
々
は
家
族
の
面
会
が
禁
止
さ
れ
て
い
た

り
、
外
出
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
り
、
こ
れ

を
書
い
て
い
る
間
に
も
い
ろ
い
ろ
な
立
場

の
方
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
を
想
像
し
胸

が
痛
み
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
も
急
が
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
一
刻
も
早
く
平
常
の
生
活
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
祈
る

ば
か
り
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
校
友
会
の
活
動
の
仕

方
も
時
代
に
応
じ
て
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
時
が
来

た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。
良
い
ア

イ
デ
ア
の
あ

る
方
は
ど
う

ぞ
事
務
局
ま

で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
問
題

に
な
っ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス

号
の
船
内
の
感
染
者
の
こ
と
が
話
題
に
上

が
り
、
当
初
は
乗
船
客
の
方
々
の
話
程
度

に
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
身

近
に
迫
る
問
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
こ
こ
ま
で
の
大

事
に
な
る
と
は
思
わ
ず
、
２
月
末
の
校
友

会
幹
事
会
の
時
点
で
は
３
月
も
普
通
に
集

ま
り
が
持
て
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
2
月
27
日
午
後
５
時
過

ぎ
に
突
然
出
さ
れ
た
学
校
休
校
要
請
で
校

友
会
の
集
ま
り
に
つ
い
て
も
が
ら
り
と
様

子
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
校
友
会
の
総
会
は

中
止
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

役
員
はw

eb

で
会
議
を
開
き
、
そ
こ
で

昨
年
度
の
決
算
や
今
年
度
の
予
算
立
て
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
校
友
生
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
バ
ザ
ー
も
中
止
に
な

り
、
な
ん
と
か
望
み
を
も
っ
て
保
留
に
し

て
い
ま
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
も
中
止
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

６
月
か
ら
は
学
校
が
分
散
登
校
で
再
開

し
た
の
で
、
校
友
会
幹
事
会
は
10
月
か
ら

集
ま
り
を
始
め
ま
し
た
が
、
同
好
会
の
集

ま
り
は
し
ば
ら
く
休
止
で
す
。

校
友
生
の
中
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
お
か
げ
で
生
活
が
一
変
し
て
し

ま
っ
た
方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
と
り
わ
け
医
療
従
事
者
の

方
々
に
於
か
れ
ま
し
て
は
ご
自
身
の
感
染

の
危
険
を
感
じ
な
が
ら
の
ハ
ー
ド
な
お
仕

事
に
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
世
界
中
の
誰
も
が
ウ
イ
ル
ス
の
早
期

収
束
を
願
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
は
ま
だ
先
の
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
私
が
こ
の
文
章
を
書
い

コ
ロ
ナ
禍
の
校
友
会

普
連
土
学
園
校
友
会
会
長
　
松
浦 

栄
子
（
79
回
生
）
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　 科 　 　 目 　

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計
●奨学金積立

前 年 度 繰 越 金
奨 学 金 返 済

合　　計

　 科 　 　 目金　　額

23,575,066
1,000,000

200
24,575,266

16,480,548
2,000,000

140
18,480,688

13,376,744
520,000

13,896,744

金　　額

　次年度繰越金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

24,575,266
24,575,266

18,480,688
18,480,688

13,896,744
13,896,744

収　　　入 支　　　出
（単位：円）

2019年度特別会計収支決算書
（2019年4月1日～2020年3月31日）

在校生会費収入
卒業生運営費収入
バ ザ ー 収 益
奉仕活動協力金収入
クリスマス献金収入
寄 付 金 収 入
雑 収 入
受 取 利 息
収 入 計

高校生校友会費(378.5名) 
校友生納入分　(2,015口) 

幹事会時献金　他 
クリスマス礼拝時献金 

タオル・コピー・タックシール代、施設使用料 他 
預金利息

4,584,000
5,500,000
1,000,000

200,000
0
0

50,000
50

11,334,050

4,542,000
5,037,500
1,056,501

119,005
87,091

128,500
70,220

43
11,040,860

総 会 費
諸 会 費
人 件 費
委 員 会 活 動 費
ホームカミング費
通 信 費
印 刷 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
交 通 費
電 話 料
慶 弔 費
支 部 連 絡 費
クリスマス礼 拝
奉 仕 活 動 費
学園宗教委員会への献金
同 好 会 補 助 費
支 払 手 数 料
リ ー ス 料
名簿管理ソフト移行費
関西支部冊子出版費
雑 　 費
基 本 金 積 立
特 別 積 立
奨 学 金 積 立
予 備 費
支 出 計
差引額（収入－支出）
前 年 度 繰 越 金
次 年 度 繰 越 金

謝礼、お花代　他 
幹事会お茶菓子代 他 
事務手当 他 
出版・バザー 
第6回ホームカミング 
会報102号・103号、幹事会・総会連絡費 他
会報102号・103号、総会案内 他 
事務用品 他 

電話、ＦＡＸ通信料、ネット回線使用料 
卒業祝、お悔やみ花カード、国際大会出場支援金 他 
関西支部 
お花代、親睦会費用、講師謝礼 他 
女性の家ヘルプ、CFJ 
クリスマス献金 
コーラス部・聖書の会 
運営費の振込手数料　 
機器リース及び保守代 

振込手数料 他 

300,000
100,000

1,400,000
500,000
10,000

2,300,000
900,000
500,000
360,000
500,000
300,000

1,500,000
60,000

150,000
200,000

0
120,000
250,000
600,000
160,000
300,000
20,000

1,000,000
2,000,000

0
300,000

13,830,000
△2,495,950

5,728,808
3,232,858

178,269
52,492

1,421,700
327,711

0
2,137,742

783,749
285,545
360,000
412,670
241,302

1,371,180
60,000

126,853
200,000
87,091

120,000
302,142
483,140
100,000
300,000

7,186
1,000,000
2,000,000

0
0

12,358,772
△1,317,912

5,728,808
4,245,752

科　　目 予算金額 決算金額 備　　　　考

普連土学園校友会2019年度収支決算書
（単位：円）

（2019年4月1日～2020年3月31日）
（単位：円）

会計監査の結果、適正であることをご報告いたします。
 2020年7月10日 監事　　辻　あ　き　江　　印
  監事　　熊　澤　勢以子　　印

■収入の部

普連土学園校友会2020年度予算書
（2020年4月1日～2021年3月31日）

科　　目 予算金額 決算金額 備　　　　考
■支出の部

在 校 生 会 費 収 入
卒業生運営費収入
バ ザ ー 収 益
奉仕活動協力金収入
クリスマス献金収入
寄 付 金 収 入
雑 収 入
受 取 利 息
前 年 度 繰 越 金

合　　　計

高校生校友会費　380名　 
校友生納入分　@2,500×　2,000口 
 
幹事会時献金　他 
 
 
タオル・コピー・タックシール・施設使用料 他 
預金利息

4,560,000
5,000,000

0
100,000

0
0
0

50
4,245,752

13,905,802

総 会 費
諸 会 費
人 件 費
委 員 会 活 動 費
ホームカミング 費
通 信 費
印 刷 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
交 通 費
電 話 料
慶 弔 費
支 部 連 絡 費
クリ ス マ ス 礼 拝
奉 仕 活 動 費
学園宗教委員会への献金
同 好 会 補 助 費
支 払 手 数 料
リ ー ス 料
関西支部冊子出版費
雑 　 費
基 本 金 積 立
特 別 積 立
奨 学 金 積 立
予 備 費
次 年 度 繰 越 金

合　　　計

謝礼、お花代　他 
幹事会お茶菓子代 他 
事務手当 他 
 
第6回ホームカミング 
会報 104号、幹事会・総会連絡費 他 
会報 104号、総会案内 他 
事務用品 他 
 
 
電話、ＦＡＸ通信料、ネット回線使用料 
卒業祝、お悔やみ花カード、国際大会出場支援金 他 
関西支部 
お花代、親睦会費用、講師謝礼 他 
女性の家ヘルプ、CFJ 
クリスマス献金 
 
運営費の振込手数料 他 
機器リース及び保守代 
 
振込手数料 他

0
50,000

1,200,000
70,000
10,000

1,500,000
500,000
500,000
360,000
400,000
300,000
500,000
60,000

150,000
200,000

0
120,000
300,000
600,000
150,000
20,000

1,000,000
2,000,000

0
300,000

3,615,802
13,905,802

科　　目 予算金額 備　　　　考
■収入の部

科　　目 予算金額 備　　　　考
■支出の部

●基本金積立（校友会積立金）

●特別積立（学園への寄付金積立）

　 科 　 　 目 　

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計
●奨学金積立

前 年 度 繰 越 金
奨 学 金 返 済

合　　計

　 科 　 　 目 　

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

金　　額

24,575,266
1,000,000

150
25,575,416

18,480,688
2,000,000

100
20,480,788

13,896,744
520,000

14,416,744

金　　額

25,575,416
25,575,416

20,480,788
20,480,788

14,416,744
14,416,744

収　　　入 支　　　出
（単位：円）

●基本金積立（校友会積立金）

●特別積立（学園への寄付金積立）

2020年度特別会計収支予算書
（2020年4月1日～2021年3月31日）

2

2
0
2
0
年
度
校
友
会
総
会
は
、
6
月

6
日
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
度
年
次
報

告
、
2
0
2
0
年
度
予
算
案
、
役
員
改
選

等
に
つ
い
て
は
、
10
月
末
に
校
友
生
宛
に

書
面
に
て
発
送
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
大
き
な
異
議
も
な
く
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度
年
次
報
告

・
総
会　

6
月
8
日	

1
0
5
名

　

親
睦
会　

ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル	

1
0
1
名

・
バ
ザ
ー　

11
月
9
日
後
援
会
と
共
催

　

校
友
生
の
当
日
手
伝
い	

1
3
5
名

・
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
12
月
7
日	

1
1
1
名

　

講
師　

晴
佐
久 

昌
英
神
父

　
「
純
粋
な
贈
り
物
」

・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

　

の
た
め
開
催
中
止

・
出
版「
会
報
」
1
0
2
号
・
1
0
3
号

　

発
行

・
お
祝
い
贈
呈

　

4
月　

新
入
生
に
校
章
入
り
タ
オ
ル

　

9
月　

敬
老
祝
い
に
絵
葉
書
セ
ッ
ト

　

3
月　

卒
業
生
に
小
袱
紗

2
0
2
0
年
度
年
次
計
画

・
総
会　
　
6
月
6
日

・
バ
ザ
ー　

11
月
7
日

・
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝　

12
月
5
日

（
右
記
3
イ
ベ
ン
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
開
催
中
止
）

・
出
版「
会
報
」
1
0
4
号

　
（
7
月
発
行
休
止
、
2
月
発
行
予
定
）

・
お
祝
い
贈
呈

　

4
月　

新
入
生
に
校
章
入
り
タ
オ
ル

　
　
　
　
（
実
際
は
6
月
に
贈
呈
）

　

9
月　

傘
寿
祝
い
に
絵
葉
書
セ
ッ
ト

　

3
月　

卒
業
生
に
小
袱
紗

役
員
改
選

（
新
任
）
副
会
長 

浅
見　

裕
子  
95
回
生

（
退
任
）
副
会
長 

赤
木
ま
き
子  
81
回
生

（
退
任
）
書
記　

 

脇
田
久
美
子  

83
回
生

指
名
委
員
交
代

（
新
任
）　　
　
　

 

冨
山　

恵
子  

73
回
生

（
退
任
）　　
　
　

 

田
原　

淳
子  

66
回
生

（
退
任
）　　
　
　

 

東
谷　

佳
子  

73
回
生

（
退
任
）　　
　
　

 

浅
見　

裕
子  

95
回
生

校
友
会
総
会
報
告  

書
面
決
議

2020年度
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普連土学園校友会

　 科 　 　 目 　

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計
●奨学金積立

前 年 度 繰 越 金
奨 学 金 返 済

合　　計

　 科 　 　 目金　　額

23,575,066
1,000,000

200
24,575,266

16,480,548
2,000,000

140
18,480,688

13,376,744
520,000

13,896,744

金　　額

　次年度繰越金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

24,575,266
24,575,266

18,480,688
18,480,688

13,896,744
13,896,744

収　　　入 支　　　出
（単位：円）

2019年度特別会計収支決算書
（2019年4月1日～2020年3月31日）

在校生会費収入
卒業生運営費収入
バ ザ ー 収 益
奉仕活動協力金収入
クリスマス献金収入
寄 付 金 収 入
雑 収 入
受 取 利 息
収 入 計

高校生校友会費(378.5名) 
校友生納入分　(2,015口) 

幹事会時献金　他 
クリスマス礼拝時献金 

タオル・コピー・タックシール代、施設使用料 他 
預金利息

4,584,000
5,500,000
1,000,000

200,000
0
0

50,000
50

11,334,050

4,542,000
5,037,500
1,056,501

119,005
87,091

128,500
70,220

43
11,040,860

総 会 費
諸 会 費
人 件 費
委 員 会 活 動 費
ホームカミング費
通 信 費
印 刷 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
交 通 費
電 話 料
慶 弔 費
支 部 連 絡 費
クリスマス礼 拝
奉 仕 活 動 費
学園宗教委員会への献金
同 好 会 補 助 費
支 払 手 数 料
リ ー ス 料
名簿管理ソフト移行費
関西支部冊子出版費
雑 　 費
基 本 金 積 立
特 別 積 立
奨 学 金 積 立
予 備 費
支 出 計
差引額（収入－支出）
前 年 度 繰 越 金
次 年 度 繰 越 金

謝礼、お花代　他 
幹事会お茶菓子代 他 
事務手当 他 
出版・バザー 
第6回ホームカミング 
会報102号・103号、幹事会・総会連絡費 他
会報102号・103号、総会案内 他 
事務用品 他 

電話、ＦＡＸ通信料、ネット回線使用料 
卒業祝、お悔やみ花カード、国際大会出場支援金 他 
関西支部 
お花代、親睦会費用、講師謝礼 他 
女性の家ヘルプ、CFJ 
クリスマス献金 
コーラス部・聖書の会 
運営費の振込手数料　 
機器リース及び保守代 

振込手数料 他 

300,000
100,000

1,400,000
500,000
10,000

2,300,000
900,000
500,000
360,000
500,000
300,000

1,500,000
60,000

150,000
200,000

0
120,000
250,000
600,000
160,000
300,000
20,000

1,000,000
2,000,000

0
300,000

13,830,000
△2,495,950

5,728,808
3,232,858

178,269
52,492

1,421,700
327,711

0
2,137,742

783,749
285,545
360,000
412,670
241,302

1,371,180
60,000

126,853
200,000
87,091

120,000
302,142
483,140
100,000
300,000

7,186
1,000,000
2,000,000

0
0

12,358,772
△1,317,912

5,728,808
4,245,752

科　　目 予算金額 決算金額 備　　　　考

普連土学園校友会2019年度収支決算書
（単位：円）

（2019年4月1日～2020年3月31日）
（単位：円）

会計監査の結果、適正であることをご報告いたします。
 2020年7月10日 監事　　辻　あ　き　江　　印
  監事　　熊　澤　勢以子　　印

■収入の部

普連土学園校友会2020年度予算書
（2020年4月1日～2021年3月31日）

科　　目 予算金額 決算金額 備　　　　考
■支出の部

在 校 生 会 費 収 入
卒業生運営費収入
バ ザ ー 収 益
奉仕活動協力金収入
クリスマス献金収入
寄 付 金 収 入
雑 収 入
受 取 利 息
前 年 度 繰 越 金

合　　　計

高校生校友会費　380名　 
校友生納入分　@2,500×　2,000口 
 
幹事会時献金　他 
 
 
タオル・コピー・タックシール・施設使用料 他 
預金利息

4,560,000
5,000,000

0
100,000

0
0
0

50
4,245,752

13,905,802

総 会 費
諸 会 費
人 件 費
委 員 会 活 動 費
ホームカミング 費
通 信 費
印 刷 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
交 通 費
電 話 料
慶 弔 費
支 部 連 絡 費
クリ ス マ ス 礼 拝
奉 仕 活 動 費
学園宗教委員会への献金
同 好 会 補 助 費
支 払 手 数 料
リ ー ス 料
関西支部冊子出版費
雑 　 費
基 本 金 積 立
特 別 積 立
奨 学 金 積 立
予 備 費
次 年 度 繰 越 金

合　　　計

謝礼、お花代　他 
幹事会お茶菓子代 他 
事務手当 他 
 
第6回ホームカミング 
会報 104号、幹事会・総会連絡費 他 
会報 104号、総会案内 他 
事務用品 他 
 
 
電話、ＦＡＸ通信料、ネット回線使用料 
卒業祝、お悔やみ花カード、国際大会出場支援金 他 
関西支部 
お花代、親睦会費用、講師謝礼 他 
女性の家ヘルプ、CFJ 
クリスマス献金 
 
運営費の振込手数料 他 
機器リース及び保守代 
 
振込手数料 他

0
50,000

1,200,000
70,000
10,000

1,500,000
500,000
500,000
360,000
400,000
300,000
500,000
60,000

150,000
200,000

0
120,000
300,000
600,000
150,000
20,000

1,000,000
2,000,000

0
300,000

3,615,802
13,905,802

科　　目 予算金額 備　　　　考
■収入の部

科　　目 予算金額 備　　　　考
■支出の部

●基本金積立（校友会積立金）

●特別積立（学園への寄付金積立）

　 科 　 　 目 　

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計
●奨学金積立

前 年 度 繰 越 金
奨 学 金 返 済

合　　計

　 科 　 　 目 　

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

金　　額

24,575,266
1,000,000

150
25,575,416

18,480,688
2,000,000

100
20,480,788

13,896,744
520,000

14,416,744

金　　額

25,575,416
25,575,416

20,480,788
20,480,788

14,416,744
14,416,744

収　　　入 支　　　出
（単位：円）

●基本金積立（校友会積立金）

●特別積立（学園への寄付金積立）

2020年度特別会計収支予算書
（2020年4月1日～2021年3月31日）

追
悼 

小
泉
文
子
先
生

財
務
理
事　

大
津 

光
男

第
13
代
校
長

の
小
泉
文
子
先

生
が
令
和
２
年

10
月
15
日
、
98

歳
で
永
眠
さ
れ

た
。
先
生
は
昭
和
25
年
か
ら
３
年
間

普
連
土
学
園
で
生
物
を
教
え
、
以
後

は
水
戸
で
教
会
や
少
友
幼
稚
園
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
て
い
た
。

夫
の
小
泉
一
郎
元
普
連
土
学
園
理

事
長
の
没
後
、
少
友
幼
稚
園
長
を
辞

め
て
平
成
６
年
に
校
長
に
就
任
。
在

任
中
は
教
師
館
最
後
の
住
人
と
な
り
、

校
務
の
傍
ら
父
母
の
会
と
校
友
会
名

誉
会
長
と
し
て
、
夫
々
の
活
動
を
支

援
さ
れ
た
。
聖
書
研
究
で
は
多
く
の

フ
ァ
ン
を
得
、
ま
た
一
郎
先
生
が
完

訳
に
至
ら
な
か
っ
た
ト
マ
ス
・
ケ
リ
ー

の
原
著
を
「
遺
す
言
葉
」
と
訳
し
『
研

究
紀
要
』
に
載
せ
、
退
任
後
小
泉
ご

夫
妻
の
訳
書
を
一
つ
に
ま
と
め
た『
内

な
る
光
』
を
上
梓
し
た
。
先
生
の
深

い
信
仰
体
験
と
、
真
摯
な
思
索
に
基

づ
い
た
訳
本
で
あ
る
。彼
女
の
ク
エ
ー

カ
ー
信
仰
は
、
真
似
の
で
き
な
い
非

常
に
強
い
霊
的
な
も
の
だ
っ
た
。

3

は
か
ら
ず
も
記
念
誌
の
編
集
に
関
わ
っ

た
私
達
が
初
め
て
そ
の
こ
と
を
話
題
に
し

た
の
は
3
年
前
の
幹
事
会
で
し
た
。
関
西

フ
レ
ン
ド
会
が
会
則
を
設
け
て
活
動
を
続

け
て
お
よ
そ
50
年
…
。
何
か
形
あ
る
も
の

を
残
せ
た
ら
…
。
早
速
当
時
会
長
だ
っ
た

冨
山
さ
ん
に
相
談
し
、
校
友
会
本
部
か
ら

の
心
よ
い
承
諾
を
受
け
て
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
私
達
は
素
人
で

あ
り
、
永
年
関
西
フ
レ
ン
ド
会
を
支
え
て

下
さ
っ
た
野
村
さ
ん
（
41
回
生
）
の
逝
去

で
、
昔
の
詳
し
い
事
を
う
か
が
え
な
く
な

り
不
安
は
積
も
る
ば
か
り
で
し
た
。
そ
ん

な
折
、
校
友
会
の
総
会
に
卒
業
以
来
50
年

振
り
に
母
校
を
訪
れ
た
私
は
開
会
礼
拝
で

「
何
事
に
も
時
が
あ
り
、
天
の
下
の
出
来

事
に
は
定
め
ら
れ
た
時
が
あ
る
」
伝
道
の

書
3
章
1
節
の

聖
書
の
言
葉
に

出
逢
い
ま
し
た
。

記
念
誌
発
行
が

神
さ
ま
の
摂
理

の
時
で
あ
れ
ば

全
て
が
守
ら
れ

る
と
確
信
出
来

た
の
で
す
。
神
さ
ま
は
時
と
必
要
な
人
材

を
備
え
て
下
さ
り
困
難
は
あ
っ
て
も
や
り

遂
げ
る
勇
気
を
下
さ
い
ま
し
た
。
出
版
関

係
の
仕
事
に
就
い
て
お
ら
れ
る
後
輩
の
進

藤
さ
ん
（
89
回
生
）
は
、
編
集
長
に
推
さ

れ
て
し
ま
っ
た
菱
野
さ
ん
（
87
回
生
）
と

何
度
も
連
絡
を
取
り
合
い
、
足
り
な
い
部

分
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

お
二
人
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

折
し
も
コ
ロ
ナ
禍
で
打
ち
合
わ
せ
も
ま
ま

な
ら
ず
、
原
稿
を
郵
送
に
て
廻
し
読
み
し
、

チ
ェ
ッ
ク
し
合
う
作
業
も
数
回
あ
り
ま
し

た
。
よ
う
や
く
出
来
上
が
っ
た
若
草
色
表

紙
の
冊
子
を
手
に
し
た
時

に
は
、
母
校
を
愛
し
良
き

交
わ
り
を
築
い
て
下
さ
っ

た
今
は
亡
き
諸
先
輩
の
お

顔
が
浮
か
び
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

関
西
フ
レ
ン
ド
会

も
ひ
と
つ
の
時
代
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

50
年
後
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
今
の
私
達
の
若
々
し
か
っ
た

写
真
が
載
る
よ
う
、
未
来
に
生
き
る
卒
業

生
に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
き
た
い
で
す
。

よ
り
多
く
の
皆
様
に
一
読
し
て
い
た
だ
き

同
窓
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
絆
を
自
分

か
ら
積
極
的
に
求
め
て
母
校
と
の
繋
が
り

を
深
め
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

関
西
支
部
長 

長
瀬 

智
子（
78
回
生
）

関
西
フ
レ
ン
ド
会

五
十
周
年
記
念
誌
に

寄
せ
て

1996 年日航プリンセス京都にて



4

校
長
室
の
窓
か
ら

風
の
音
を
聴
く

校
長 

青
木 

直
人

4

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
休
校
期
間
中
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
沿
っ
た
学
習
活
動
を
行
う
た
め
に
、
本

校
で
は
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。

先
ず
は
、
教
科
書
や
副
教
材
、
主
に
紙

面
で
提
出
を
求
め
る
学
習
課
題
や
模
擬
試

験
等
は
、
宅
配
便
や
ゆ
う
パ
ッ
ク
を
利
用

し
て
自
宅
に
郵
送
し
、
提
出
物
は
期
限
を

設
け
て
返
送
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

次
に
、
自
宅
のPC

、iPad

や
種
々
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
端

末
で
利
用
で
き
る
「C

lassi

」、「fgs-
w

ebcam
pus

」、「M
etaM

oji ClassRoom

」

と
い
う
３
つ
の
ツ
ー
ル
を
用
い
、各
学
年
、

教
科
、
科
目
毎
に
、
学
習
課
題
へ
取
り
組

み
方
の
説
明
や
指
示
、
学
習
課
題
、
授
業

（
解
説
等
）
動
画
、
振
り
返
り
の
テ
ス
ト

等
を
必
要
に
応
じ
て
配
信
し
、
生
徒
は
そ

「
日
が
暮
れ
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気

で
苦
し
む
者
を
抱
え
て
い
る
人
が
皆
、
病

人
た
ち
を
イ
エ
ス
の
も
と
に
連
れ
て
来

た
。
イ
エ
ス
は
そ
の
一
人
一
人
に
手
を
置

い
て
い
や
さ
れ
た
」（
ル
カ
に
よ
る
福
音

書
4
章
40
節
）。
古
代
世
界
に
お
い
て
、

病
は
た
ん
な
る
疾
病
で
は
な
く
、
そ
れ
に

冒
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
同
体
か
ら
排

除
さ
れ
、
こ
の
世
に
居
場
所
を
失
う
怖
ろ

し
い
宣
告
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
日
没
後

で
な
け
れ
ば
病
人
を
連
れ
歩
け
な
い
ほ
ど

の
「
世
間
の
目
」「
同
調
圧
力
」
が
あ
っ

た
の
で
す
。
イ
エ
ス
は
病
人
一
人
一
人
に

直
接
手
を
置
き
ま
し
た
。
聖
書
の
癒
し
物

語
は
、
誰
か
ら
も
存
在
を
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
人
々
が
、
神
の
民
の
共
同
体
の
一

員
と
し
て
自
分
は
こ
こ
に
い
て
い
い
の
だ

と
い
う
「
愛
」
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
、
心
の

底
か
ら
実
感
出
来
る
体
験
で
し
た
。
こ
れ

が
キ
リ
ス
ト
教
会
の
原
型
で
す
。

キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
イ
エ
ス
の
生
き
方

に
倣
う
教
育
共
同
体
。
分
断
で
は
な
く
一

致
を
目
指
す
愛
の
教
育
共
同
体
で
す
。 

「
悪
に
対
す
る
耐
性
を
つ
け
さ
せ
る
の
が

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
究
極
的
使
命
」
と
の

元
外
交
官
・
佐
藤
優
氏
の
指
摘
は
至
言
で

す
。
そ
れ
で
も
絶
望
せ
ず
、
人
を
愛
す
る

こ
と
の
出
来
る
地
球
市
民
を
育
て
る
こ
と
。

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
大
き
い
の

で
す
。

2
0
2
0
年
2
月
末
以
降
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
休
校
措

置
に
は
じ
ま
り
、
学
園
生
活
は
一
変
。
4

～
5
月
は
学
校
と
生
徒
・
家
庭
双
方
向
の

や
り
と
り
が
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル

を
使
っ
て
授
業
配
信
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や

個
人
面
談
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
6
月
か

ら
は
ク
ラ
ス
を
二
分
割
し
、
高
3
は
通
常

に
近
い
授
業
、
他
学
年
は
週
3
日
の
分
散

登
校
、
対
面
授
業
を
再
開
。
7
月
20
日
か

ら
は
全
校
登
校
・
完
全
通
常
授
業
に
戻
し

ま
し
た
。
た
だ
、
3
月
以
降
の
行
事
は
、

秋
に
延
期
し
た
宿
泊
行
事
も
含
め
、
軒
並

み
中
止
。
そ
れ
で
も
11
月
か
ら
は
2
学
年

ず
つ
が
講
堂
に
集
ま
り
、
讃
美
歌
は
歌
え

ま
せ
ん
が
（
12
月
1
日
現
在
）、
残
り
の

4
学
年
は
各
教
室
で
、
と
き
に
は
映
像
も

配
信
し
て
礼
拝
を
守
っ
て
い
ま
す
。
今
後

再
び
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
時
に
備
え
、

10
月
か
ら
は
中
学
で
もiPad

を
導
入
し

ま
し
た
。

学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
生
徒

は
「
対
話
」
に
よ
っ
て
多
く
を
学
び
ま
す
。

そ
の
意
味
で
「
登
校
」
を
軽
視
は
出
来
ま

せ
ん
。
対
話
を
通
し
て
人
と
し
て
必
要
な

知
恵
・
生
き
る
力
を
習
得
し
て
い
く
過
程

を
、「
潜
在
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
い
う

の
だ
そ
う
で
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
」
を
通
じ
て
見
え
て
き
た

の
は
、
人
間
の
弱
さ
そ
の
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。「
自
粛
警
察
」
や
「
感
染

者
バ
ッ
シ
ン
グ
」
の
大
本
に
は
、
未
知
の

ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
す
「
死
」
へ
の
恐
怖
、

「
ケ
ガ
レ
」
に
対
す
る
嫌
悪
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
常
軌
を
逸
し
た
消
毒
熱

は
汚
れ
た
霊
に
よ
っ
て
病
が
も
た
ら
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
感
染

す
る
の
が
悪
い
と
い
う
自
己
責
任
論
は
病

が
罪
の
結
果
だ
と
み
な
さ
れ
た
、
古
代
パ

レ
ス
チ
ナ
の
状
況
と
酷
似
し
て
い
ま
す
。

医
療
従
事
者
へ
の
差
別
な
ど
、
病
人
に
触

れ
る
医
者
が
汚
れ
た
職
業
と
さ
れ
た
古
代

世
界
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て

も
成
熟
し
た
社
会
と
は
い
い
が
た
い
。
真

に
怖
ろ
し
い
の
は
生
物
学
的
死
で
は
な

く
、
聴
き
た
い
意
見
だ
け
を
聴
き
、
異
な

る
考
え
に
対
し
て
は
陰
湿
な
攻
撃
を
繰
り

返
す
、そ
の
不
寛
容
な
態
度
の
蔓
延
で
す
。

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
は
癒
し
が
た
い
分

断
で
す
。

宅配される教科書類

休
校
中
の
学
習
活
動

新型コロナウイルス　普連土学園はどう動いた？
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れ
ら
を
利
用
し
学
習
活
動
に
励
み
ま
し

た
。教

員
は
、
対
面
で
授
業
が
で
き
な
い
状

況
で
、
い
か
に
生
徒
に
わ
か
り
や
す
く
学

習
内
容
を
伝
え
る
か
、
ま
た
そ
の
内
容
を

定
着
さ
せ
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
考

え
、
生
徒
自
身
が
自
ら
取
り
組
み
や
す
い

よ
う
プ
リ
ン
ト
類
を
作
り
直
し
た
り
、
授

業
の
ポ
イ
ン
ト
を
短
時
間
に
ま
と
め
た
動

画
を
作
成
し
た
り
、
ま
た
実
際
の
授
業
を

Y
ouT

ube

に
限
定
公
開
す
る
等
そ
れ
ぞ

れ
に
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
休
校
期
間
開
け
の
定
期
試

験
は
、
概
ね
例
年
と
変
わ
ら
な
い
進
度
と

内
容
で
実
施
が
で
き
、
生
徒
の
成
績
も
例

年
通
り
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
期
間
中
に
「M

icrosoft 
T

eam
s

」
を
導
入
し
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
状
況
を
知
る
た
め
に
、
担
任
と
の
リ

モ
ー
ト
個
人
面
談
も
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の

経
験
を
踏
ま

え
、
高
校
生

の
み
が
所
持

し
て
い
た

iPad

を
中
学

生
に
も
配
付

す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

 

（
大
井 

治
先
生
記
） iPad を使って学習

【
中
１
生
徒 

（
A
・
H
さ
ん
）】

▼
自
宅
学
習
・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て

授
業
内
容
を
理
解
で
き
て
い
る
か
心
配

だ
っ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
は
い
え
、
級

友
と
会
え
て
嬉
し
か
っ
た
。
た
だ
、
回
線

の
不
具
合
で
授
業
が
受
け
ら
れ
な
い
人
も

い
た
と
聞
く
。

▼
や
っ
と
始
ま
っ
た
学
園
生
活
に
つ
い
て

友
達
が
で
き
る
か
不
安
だ
っ
た
が
、
待

ち
に
待
っ
た
学
校
が
始
ま
る
と
思
う
と
、

楽
し
み
で
わ
く
わ
く
し
た
。
今
は
友
達
も

で
き
、
普
通
の
生
活
が
少
し
ず
つ
戻
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
今
年
は
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
だ
っ
た
学
園
祭
だ
が
、
来
年
以

降
が
楽
し
み
だ
。

【
中
１
生
徒
の
母
（
Y
・
H
さ
ん
）】

▼
自
宅
学
習
・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て

課
題
は
そ
れ
な
り
に
あ
っ
た
が
、
自
宅

学
習
だ
け
だ
と
メ
リ
ハ
リ
が
な
く
心
配

だ
っ
た
。

▼
や
っ
と
始
ま
っ
た
学
園
生
活
に
つ
い
て

入
学
式
当
日
、本
人
の
期
待
と
緊
張
が
伝

わ
り
、親
と
し
て
、充
実
し
た
学
園
生
活
を

送
っ
て
欲
し
い
と
祈
る
よ
う
な
思
い
で
送

り
出
し
た
。た
だ
、コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
、

電
車
通
学
さ
せ
る
こ
と
へ
の
心
配
も
あ
る
。

学
園
で
は
様
々
な
こ
と
を
経
験
し
、感
じ
、

考
え
、心
を
育
て
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

【
高
２
生
徒
（
S
・
F
さ
ん
）】

▼
自
宅
学
習
・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て

電
波
状
況
に
よ
り
、
や
り
取
り
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
友

人
と
相
談
や
協
力
し
て
課
題
が
進
め
ら
れ

な
い
中
、
通
常
よ
り
も
課
題
が
多
く
、
提

出
方
法
も
課
目
に
よ
っ
て
異
な
り
大
変

だ
っ
た
。
た
だ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
課
題

が
進
め
ら
れ
た
こ
と
、
先
生
方
の
工
夫
を

凝
ら
し
た
動
画
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
で
、

飽
き
ず
に
楽
し
ん
で
取
り
組
め
た
。

▼
学
園
再
開
に
あ
た
っ
て

休
校
当
初
は
正
直
嬉
し
か
っ
た
が
、
長

引
く
に
つ
れ
、
勉
強
は
、
学
園
で
先
生
や
友

人
た
ち
と
交
流
し
て
こ
そ
身
に
な
る
も
の

だ
と
感
じ
た
。
友
人
と
の
何
気
な
い
会
話
、

礼
拝
や
掃
除
な
ど
、
今
ま
で
特
に
意
識
し

て
い
な
か
っ
た
他
愛
も
な
い
日
常
が
、
い
か

に
大
切
か
を
痛
感
し
た
3
ケ
月
だ
っ
た
。

今
年
は
茶
道
部
員
と
し
て
の
最
後
の
年

だ
っ
た
が
、
学
園
祭
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

だ
っ
た
の
で
、
練
習
を
積
ん
で
き
た
御
点

前
を
お
客
様
に
披
露
出
来
な
か
っ
た
の
が

残
念
。
配
信
用
の
動
画
の
撮
影
に
も
苦
労

し
た
。
だ
が
、
出
来
る
限
り
の
範
囲
で
楽

し
む
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
新
た
な
楽
し
み

や
発
見
が
あ
る
。
残
り
の
学
園
生
活
も
前

向
き
に
捉
え
て
過
ご
し
て
い
き
た
い
。

【
高
２
生
徒
の
母
（
H
・
F
さ
ん
）】

▼
自
宅
学
習
・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て

自
宅
学
習
だ
と
時
間
や
気
持
ち
に
メ
リ

ハ
リ
が
つ
か
ず
、
学
習
内
容
が
身
に
つ
い

て
い
る
の
か
心
配
だ
っ
た
。
休
校
が
長
く

な
る
に
つ
れ
、
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、

徐
々
に
い
つ
も
の
元
気
が
な
く
な
っ
て
い

く
娘
が
少
し
心
配
に
な
っ
た
。

▼
学
園
再
開
に
あ
た
っ
て

学
園
が
大
好
き
な
娘
は
友
達
と
の
再
会

を
喜
ん
で
い
た
の
で
、
親
と
し
て
も
嬉
し

く
思
っ
た
。
だ
が
同
時
に
、
感
染
へ
の
不

安
も
。
し
か
し
、
再
開
初
日
、
帰
宅
し
た

娘
は
、
就
寝
前
ま
で
学
園
や
友
達
の
話
が

止
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
娘
の
満
た
さ
れ

た
表
情
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
学
園

が
娘
た
ち
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
大
切
か
を

身
に
染
み
て
感
じ
た
。

今
年
度
は
行
事
の
縮
小
・
中
止
で
我
慢

の
多
か
っ
た
中
、
娘
な
り
に
頑
張
っ
て
い

る
。
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
も
多
々

あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
中
で
も
小
さ
な
喜

び
を
見
つ
け
、
自
分
達
の
出
来
る
範
囲
で

最
後
の
学
園
生

活
を
楽
し
み
、

受
験
勉
強
も
含

め
て
悔
い
の
な

い
日
々
を
過
ご

し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
。

生
徒
と
親
の
立
場
か
ら

手指消毒は頻繁に
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
が
あ
る
中
、
少
人
数
か

つ
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
卒
業
式
を
開
い
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
、本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

心
残
り
と
言
え
ば
、
卒
業
式
後
の
お
茶
会
な
ど

が
中
止
と
な
り
、
６
年
間
を
共
に
し
た
友
人
た

ち
と
ゆ
っ
く
り
思
い
出
を
語
り
合
う
時
間
が
持

て
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

入
学
し
た
大
学
で
は
、
授
業
の
多
く
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
、
例
年
と
比
べ
る
と
新
た
な

交
友
関
係
を
広
げ
る
の
が
難
し
い
状
況
で
す
。

そ
ん
な
時
、
普
連
土
の
旧
友
た
ち
と
連
絡
を
取

り
あ
う
こ
と
で
、
心
の
余
裕
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

同
窓
会
が
開
け
る
よ
う
に
な
っ
た
暁
に
は
、

127
回
生
が
思
う
存
分
思
い
出
話
が
で
き
る
よ
う

な
会
に
な
る
よ
う
、
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
学

園
の
発
展
に
も
貢

献
で
き
る
よ
う
に

努
め
た
い
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
林 

ゆ
り
か
）

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
毎
日
元

気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
が
続
き
、
早

く
も
普
連
土
の
み
ん
な
が
恋

し
い
で
す
。 

（
荒
井 

咲
耶
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
学
生
活

で
す
が
、
充
実
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
淺
沼 

富
美
）

普
連
土
で
の
生
活
が
い
か

に
恵
ま
れ
て
い
た
か
を
再
認

し
ま
す
。
今
後
も
普
連
土
の

友
人
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。 

（
戸
張 

桜
子
）

学
園
で
の
生
活
が
懐
か
し

く
な
っ
て
き
た
今
日
こ
の
頃

で
す
。
未
熟
で
す
が
、
127
回

生
の
幹
事
と
し
て
精
一
杯
務

め
ま
す
。 

（
石
田 

真
優
子
）

大
学
で
は
対
面
授
業
が
始

ま
り
、
学
園
時
代
同
様
の
自

分
ら
し
さ
を
活
か
し
な
が
ら

大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。 

（
中
野 

陽
南
）

127
 回生

2
月

27
日  

政
府
、全
国
の
学
校
に
休
校
要
請

28
日  

全
校
生
徒
、
所
持
品
持
ち
帰
り
の

為
、
登
校
。
９
時
30
分
下
校
。

４
月
７
日
迄
の
休
校
へ
。

3
月

2
～
6
日　

学
年
末
試
験
中
止　

7
日　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
中
止

（
100
・
105
・
110
回
生
）

17
日　

高
校
卒
業
式

高
3
生
徒
・
教
職
員
の
み
出
席

18
日　

中
学
卒
業
式
中
止

4
月

10
日  

新
学
期
開
始

教
材
等
発
送
。
授
業
はClassi

で

w
eb

配
信
。
連
絡
に
はcam

pus 
w

eb

を
使
用
。

10
日  

5
月
8
日
迄
の
休
校
延
長
決
定

30
日  

5
月
31
日
迄
の
休
校
延
長
決
定

5
月

9
日  

通
信
用
シ
ス
テ
ムteam

s

導
入

25
日  

政
府
、全
国
緊
急
事
態
宣
言
解
除

26
日  

休
校
解
除
発
表

6
月

1
日  

午
前
・
午
後
の
二
部
制
登
校
開
始

登
校
時
の
検
温
・
消
毒
・
マ
ス
ク

着
用
を
義
務
化
。
高
3
以
外
は
、

週
2
～
3
日
の
登
校
。
ク
ラ
ス
を

２
教
室
に
分
け
て
授
業
。
礼
拝
は

放
送
で
実
施
。
ク
ラ
ブ
活
動
当
面

中
止

2
日  

中
学
入
学
感
謝
礼
拝

7
月

 

13
日  

全
校
、
通
常
授
業
開
始

20
日  

ク
ラ
ブ
活
動
週
1
日
で
再
開

31
日  

夏
休
み
前
最
終
授
業 

9
月

1
日　

授
業
開
始

10
月

15
日  

中
学
生
に
もiPad

を
貸
与

24
日  
学
園
祭
開
催

生
徒
の
み
出
席
可
。
保
護
者
や
外

部
向
け
に
はw

eb

で
配
信

30
日  

中
2
校
外
学
習
実
施

11
月

2
日  

講
堂
で
の
礼
拝
再
開

講
堂
出
席
は
２
学
年
の
み
。
そ
の

他
の
学
年
は
、
放
送
礼
拝
を
継
続

9
日  

中
１
キ
ャ
ン
プ
実
施

12
月

23
日  

学
園
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

◆
中
止
に
な
っ
た

主
な
行
事

体
育
祭
／
高
3
修

養
会
／
中
3
修
学

旅
行
／
ク
ラ
ブ
合

宿
／
ジ
ョ
ー
ジ
フ 

ォ
ッ
ク
ス
・
ツ
ア 

ー
／
中
3English

Cam
p

／
バ
ザ
ー

夏服での入学式

卒業式を終えて

普
連
土
学
園

コ
ロ
ナ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
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今
年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
紆
余
曲
折

を
経
て
1
月
11
日

に
86
名
の
参
加
者

が
八
芳
園
に
集
い

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
集
う
友
人
た
ち
と

は
し
ゃ
ぎ
た
い
気
持
ち
を
抑
え
、
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
指
消

毒
、
ア
ク
リ
ル
板

越
し
の
受
付
な
ど

の
感
染
対
策
を
徹

底
し
、
少
し
緊
張

感
の
伴
う
開
催
で

し
た
。
感
染
防
止

を
最
優
先
と
し
た

今
回
は
制
約
も
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、

懐
か
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況

の
た
め
会
う
こ
と

が
叶
わ
な
か
っ
た

友
人
も
多
く
残
念

で
し
た
が
、
そ
れ

で
も
126
回
生
の
絆

を
強
く
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 
（
浅
野 

世
夏
）

  126 回生 

 成人を
祝う会 

_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

手指消毒

　

傘
寿
を
迎
え
ら
れ
た
65
回
生
の
皆
様
へ

の
お
祝
い
に
、
浦
口
先
生
が
描
か
れ
た
絵

葉
書
セ
ッ
ト
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
日
々
、
皆
様
は
ど
の
よ
う
に
過
ご

さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

♥
懐
か
し
い
浦
口
先
生
の
お
花
の
絵
葉
書

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥
一
枚
一
枚
の
絵
に
思
い
出
が
詰
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

♥
楽
し
か
っ
た
学
園
生
活
が
思
い
出
さ
れ

早
速
友
人
と
電
話
で
昔
話
に
浸
り
ま
し
た
。

♥
学
園
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
数
々
の

教
え
を
心
に
刻
み
、
残
り
少
な
い
余
生
を

穏
や
か
に
過
ご
し
て
参
り
た
い
。

♥
コ
ロ
ナ
前
は
美
術
館
等
に
出
か
け
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
は
家
で
好
き
な

本
を
読
み
、
過
ご
し
て
い
ま
す
。

♥
中
学
入
学
の
日
、
大
雨
で
レ
イ
ン
コ
ー

ト
が
短
く
て
新
し
い
制
服
が
び
し
ょ
濡
れ

で
…
。
あ
れ
か
ら
70
年
近
く
た
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

◆
お
便
り
を
く
だ
さ
っ
た
方
（々
敬
称
略
）

青
木
玲
子　

池
田
蕗
子　

岩
崎
久
美
子

エ
ー
ゲ
ル
三
谷
充
子　

大
金
慶
子　

加
藤
紀
子　

功
刀
道
子　

田
村
規
子　

豊
田
禮
子　

成
田
香
子　

三
井
む
つ
み　

三
藤
朝
子　

山
川
貴
美
子

八
十
歳
に
な
り
ま
し
た
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今
年
度
は
政
府
要
請
を
受
け
て
の
2
月

28
日
か
ら
の
休
校
措
置
に
始
ま
り
、
5
月

末
ま
で
授
業
は
配
信
。
再
開
後
も
ク
ラ
ス

の
分
割
、
学
年
毎
の
分
散
登
校
、
さ
ら
に

毎
日
の
検
温
・
消
毒
等
、
想
像
も
し
が
た

か
っ
た
事
態
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
年
で

し
た
。
し
か
し
、
生
徒
が
不
自
由
な
生
活

に
も
か
か
わ
ら
ず
元
気
に
過
ご
す
姿
に
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
対
処
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
今
年
度
の
教
職
員
の
異
動
は
次
の
通
り

で
す
。

【
新
任
】

☆
常
勤
講
師 

国
語
科　

梅
田
悠
紀
子

 

養　

護　

栗
原　

恵
子

☆
非
常
勤
講
師 

数
学
科　

澤
田　
　

明

 

数
学
科　

菅　

加
奈
子

 

数
学
科　

中
川　

祐
季

 

数
学
科　

藤
井　

麻
美

 

英
語
科　

磯
田
知
代
子

 

英
語
科　

岩
永　

孝
幸

 

英
語
科　

横
沢　

佳
恵

 

技
術
家
庭
科 　

大
竹　

柊
平

 

聖
書
科　

田
名　
　

希

 

図
書
館　

佐
藤　

思
子

 

事
務
職
員　

山
口　

玲
子

 

常
勤
事
務
職
員　

丹
羽　

勇
一

【
異
動
】

☆
非
常
勤
講
師
か
ら
常
勤
講
師
へ

 

社
会
科　

今
泉　

大
輔

☆
専
任
教
諭
か
ら
非
常
勤
講
師
へ

 

社
会
科　

宮
武　

志
郎

 

社
会
科　

川
嵜　

理
江

 

国
語
科　

畠
山　

直
子

【
退
職
】

☆
専
任
教
諭 

国
語
科　

蓮
見　

陽
子

 

英
語
科　

鶴
島　

菊
子

☆
特
別
非
常
勤
講
師

 

英
語
科　

チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
・
ミ
リ
ガ
ン

☆
非
常
勤
講
師 
数
学
科　

太
田　

千
津

 

数
学
科　

野
島　

義
嗣

 

数
学
科　

中
井　

心
子

 

数
学
科　

佐
藤　

信
也

 

理　

科　

佐
藤
益
也
子

 

英
語
科　

島
津　

朋
子

 

英
語
科　

長
谷
川
佳
奈

 

技
術
家
庭
科　

小
磯　

哲
一

 

養　

護　

日
高　

悦
子

☆
事
務 

事
務
長　

福
澤　

礎
之

 

専
任
職
員　

金
井　

裕
美

 

常
勤
職
員　

近
藤　

美
和

（
浜
野　

能
男
先
生
記
）

普
連
土
た
よ
り
　
学
校
近
況　
　
　

百
七
十
五
信
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校
友
会
だ
よ
り

このページの内容についてのお問い合わせは、校友会事務局（０３−３４５１−７７００）まで。

◆
２
０
２
１
年
度
行
事
予
定

・
校
友
会
総
会

日
時　

6
月
5
日
（
土
）
11
時
～

　
　

開
催
方
法
を
検
討
中
で
す
。

・
バ
ザ
ー

　

日
時　

11
月
13
日
（
土
）
10
時
～

・
校
友
会
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

　

日
時　

12
月
4
日
（
土
）
11
時
～

　

右
記
の
行
事
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
変
更
・
中
止
と

な
り
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

左
下
の
Q
R
コ
ー
ド
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

　

当
初
2
0
2
0
年
3
月
に
開
催
予
定
で

し
た
が
、
9
月
へ

の
延
期
案
も
含
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
今

後
の
開
催
は
未
定
。

対
象
回
生
を
含
め
、

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ

時
代
に
合
う
新
し

い
か
た
ち
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
を
検

討
中
で
す
。

◆
校
友
会
事
務
局
よ
り

・
運
営
費
納
入
の
お
願
い

　

本
年
度
の
お
支
払
い
が
ま
だ
の
方
は
郵

便
局
で
左
記
の
口
座
に
お
振
込
く
だ
さ
い
。

口
座
記
号　

０
０
１
１
０
・
８

口
座
番
号　

８
７
９
３
２（
右
詰
）

加
入
者
名　

普
連
土
学
園
校
友
会

金
額　

2
5
0
0
円

通
信
欄
に
必
ず
回

生
・お
名
前
・ご
住
所

を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

・
専
任
幹
事
交
代

　

山
口
玲
子
さ
ん
（
90
回
生
）
に
代
わ
っ

て
2
0
1
9
年
12
月
よ
り
木
村
真
由
子
さ

ん
（
93
回
生
）
が
着
任
、
藤
永
春
野
さ
ん

（
95
回
生
）
は
継
続
で
す
。
山
口
さ
ん
、

2
0
2
0
年
3
月
ま
で
の
8
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
住
所
変
更
届
の
お
願
い

　

郵
送
物
の
返
送
が
増
え
て
い
ま
す
。
住

所
・
氏
名
に
変
更
の
あ
っ
た
方
は
、
速
や

か
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
業
務
時
間
の
お
知
ら
せ

　

校
友
会
事
務
局
の
業
務
時
間
は
、
当
面

火
・
木
曜
日
の
11
時
～
15
時
30
分
で
す
。

■
■
■
■
■
 
訃　

報　

■
■
■
■
■

　

謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
、
心
よ
り
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

旧
職 

西
川　

梛
枝
（
岸
本
） 

20
・
8
・ 

4

旧
職 

鷲
巣　

幸
子 

20
・
8
・
15

旧
職 

小
泉　

文
子 

20
・
10
・
15

43　

 

峯　
　

珠
子
（
中
村
） 

20
・
6
・
25

44　

 

大
山　

温
子
（
田
坂
） 

20
・
9
・
16

45　

 

米
山　

悦
子
（
斉
藤
） 

20
・
7
・
19

46　

 

今
井
賀
弥
子
（
今
井
） 

20
・
5
・
21

46　

 

原
田　

と
よ
（
江
角
） 

20
・
6
・
14

47　

 

磯
辺
百
合
子
（
古
澤
） 

20
・
2
・
2

47　

 

早
尾　

照
子
（
三
井
） 

20
・
2
・
9

47　

 

渡
辺　

法
子
（
滝
原
） 

20
・
3
・
15

48　

 

長
沢　

京
子
（
長
沢
） 

2
～
3
年
前

48　

 

安
部
み
や
子
（
高
桑
） 

20
・
1
・
21

48　

 

落
合　

治
子
（
近
藤
） 

20
・
2
・
24

48　

 

大
島　

和
子
（
大
島
） 

20
・
4
・
3

49　

 

中
村　

照
子
（
石
川
） 

17
・
8
・
20

49　

 

戸
田　

宏
美
（
戸
田
） 

20
・
10
・
25

50　

 

川
部　

隆
代
（
野
口
） 

20
・
2
・
26

51　

 

天
辻
千
代
子
（
天
辻
） 

19
・
9
・
5

52
A 

林　
　

玲
子
（
毛
塚
）	

20
・
7
・
23

52
B 

神
川　

和
子
（
山
下
）	

20
・
1
・
9

53　

 

唐
沢　

京
子
（
高
橋
） 

19
・
10 

・
1

56
B 

齋
藤　

頼
子
（
岡
本
）	

20
・
7
・
20

57　
 

森
川　

永
子 

19
・
12
・
6

58　
 

平
井
べ
ラ
ミ
（
田
村
） 

20
・
9 

・
26

63　

 
渡
辺　

京
子
（
高
橋
） 

20 

・
5 

・
3

65　

 

楡
木　

慶
子
（
横
田
） 

20 

・
1 

67　

 

松
本　

公
美
（
中
村
） 

20 

・
2 

・
17

71　

 

坂
本
由
紀
子
（
大
橋
） 

17 

・
7
・ 

15

72　

 

広
瀬　

牧
子
（
渡
辺
） 

20 

・
1
・
3

73　

 

津
高　

順
子
（
前
嶋
） 
20
・
6

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
か
ら
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
ま
す

延期決定時の幹事ミーティングにて

編
集
後
記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
、

わ
た
し
ど
も
出
版
委
員
会
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
昨
夏
は
会
報
の

発
行
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
メ
ー
ル

やzoom

会
議
を
多
用
し
て
作
成
し
た

こ
の
1
0
4
号
を
み
な
さ
ま
に
お
届
け

出
来
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

本
号
で
は
校
友
会
、
生
徒
た
ち
、
先

生
が
た
、
保
護
者
、
卒
業
生
が
ど
の
よ

う
に
2
0
2
0
年
を
過
ご
し
て
き
た
か

お
読
み
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、

ど
の
よ
う
な
一
年
を
過
ご
さ
れ
た
で
し

ょ
う
か
。

以
前
の
日
常
を
取
り
戻
せ
る
日
を
願

い
な
が
ら
、
新
し
い
様
式
を
受
け
入
れ

つ
つ
、
日
々
の
中

に
さ
さ
や
か
な
幸

せ
を
見
つ
け
ら
れ

る
こ
と
を
祈
っ
て
。

心
を
こ
め
て
1
0
4

号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

入
江
富
美
子（
65
）・
森
本
明
子（
72
）

冨
山
恵
子（
73
）・
渡
邉
美
羽（
94
）

神
田
史
緒（
95
）・
白
井
あ
や
香（
105
）

山
田
綾
子（
107
）　
（　

）
内
は
回
生


